
別紙（ ３）

事業所名○ ⽀援こども ハウスわらかな

保護者評価実施期間○ 年 ⽉ ⽇２０２６  ４  ６ 〜 年 ⽉ ⽇２０２６  ４  ２４

保護者評価有効回答数○ 対象者数（ ） 11 回答者数（ ） 11

従業者評価実施期間○ 年 ⽉ ⽇２０２６  ４  ６ 〜 年 ⽉ ⽇２０２６  ４  ２４

従業者評価有効回答数○ 対象者数（ ） 8 回答者数（ ） 8

事業者向 ⾃⼰評価表作成⽇け○ 5 11年 ⽉ ⽇２０２６    

分析結果○ 

事業所 強 思の み だと われること（※）
強化 充実 図 期待より ・ を ることが されること※

⼯夫 意識的 ⾏ 取組等していることや に っている 充実 図 取組等さらに を るための

1

⼀⼈⼀⼈ ⾃⼰選択 場 与 気持 寄・こども に の を え その ちに り、
添 無理 ⽇ 活動 参加 ⼦りそいながら なく 々の に させることで、

気持 育 ⽀援どもたちの できた できる の ちが まれる を「 」「 」
⾏ 出来うことが る

決 活動 設定 ⾏ ⽇ ⼦ ⾝・ められた の は うが その の どもたちの、
体的⼼理的状況 踏 参加 有無 判断などを まえ の を させたり、

無理 活動 参加 ⾃信し なく に することで できた という を、 「 」
持 ⽇ 活動 ⾃⾝ ⾃⼰肯定感 意識たせ 々の が の につながるよう し
ている

職員⼀⼈⼀⼈ 療育 学 研修 機会 確保・ が について べる の を する
質 ⾼ 療育 提供ことで さらなる の い が できるようにする、

⾃⼰決定権 ⼦ 持 意識・ を どもたちに たせることを しながら
活動 主体 伴⾛者 ⽀援者 ⼦も における はこども は とし ど、 、 、
⾃主性 育 活動 展開 図もの を みながら の を れるようにする

2

⼦ 興味関⼼ ⾒ 出 ⽇ 活・ どもたちの のあるものを つけ し 々の、
動 中 組 込 好 得意 ⼗分の に み むことで きなことや なことへ に、
没頭 環境設定 出来できる が る

⼀⼈⼀⼈ 個別療育 時間 持・こども と の を つことで どんなこ、
興味関⼼ 向 苦⼿ 何 把握とに が いているか なことは かを でき、

⼯夫るよう している

⼦ 興味関⼼ 幅 広 療・ どもたちがいつでも の が げられるよう、
育玩具 豊富 準備 公共 施設 利⽤⾒学を に したり の を したり、 、
職場⾒学 取 ⼊を り れたりしていく

3

⽀援者 保育⼠ 保育経験者 ⾔・ のほとんどが または と うことも
有 ⼦ 発達段階 状況 分析 ⼦り どもの や が できることで ども、 、
⼀⼈⼀⼈ 部分 伸 活動 難 部の できる を ばせる や しい「 」 、「 」
分 補 代替 為 活動設定 ⽀援 出来を う の が る（ ） 、

毎週⾦曜⽇ 午前中 職員会議 児童 受 ⼊ 午・ の を とし の け れを、
後 職員間 ⼦ 発達状況 情報からにすることで で どもたちの の、
共有 ⽀援 困 解決⽅法 ⽀援 ⽅向性 統⼀や での りごとの の の を、
図っている

⽀援者 孤⽴ 定期的 職員会議 開 意⾒交・ が しないよう に を き、
換 時間 設 互 意⾒をする を けていくとともに お いに をぶつけ、
合 ⼈間関係 築 職員同⼠えるような を けるよう のコミュニ、

場 確保ケーションの を していく
療育 質 向上 ⽬指 研修 参加機会 増・ の の を し への を やす

事業所 弱 思の み だと われること（※）
事業所 課題 改善 必要 思の や が だと われること※

事業所 考 課題 要因等として えている の 改善 向 必要 取組 ⼯夫 必要 点等に けて な や が な

1

建物 全⾯・ が バリアフリーではない 建物 ⼀般住居 ⾔ 有 ⽞関・ がもともと と うことも り やトイレ、
住環境 作 ⾃体などの の り がバリアフリーになっていないた

め。

段差 転落 段差 箇所 柵・ での などがないよう がある には など、
設 事故 防⽌ 努を け やけがの に める

2

新設事業所 為 他事業所 学校等 関係性・ の や との がまだとれ、
ていない

事業所 開所 事業所内 譲歩芙共有 優・ を したばかりで での を、
先 他事業所 連携 声掛 学校等 ⼦してしまい への の けや への、 、

情報共有 ⾏ 声掛 積極的 ⾏どもの を なうための けを に なえな
かった

併⽤ 事業所 学校等 定期的 連絡・こどもが している や などに に
取 情報共有 ⾏を り やモニタリングを っていく、

変化 際 都度保護者 学校等・こどもに がらわれた には その や、
連携 状態 把握 ⽀援内容 ⾒と をとりこどもの を することで の、

直 速 ⾏しを やかに っていく

3

様式 準備 ⽇ ⽀援・ヒヤリハットの は しているが 々の やその、
他 事務作業 追 記⼊ 出来の に われ ヒヤリハットの が なかっ、

職員 ⼝頭 話 合た と では し えている。（ ）

値 事案 起 際 ⽀援 ⽀援記・ヒヤリハットに する が きた には や、
録優先 勤務時間内することで におけるヒヤリハットにかけ、

時間 確保 難る の が しかった

主体 ⽀援優先 ⾏・こども の を ないながらも ヒヤリハットに、
値 事案 起 際 ⼝頭 書⾯ 残する が きた には だけでなく に してお、

時間 確保 努けるよう の に めていく、

事業所 ⾃⼰評価総括表における公表


